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情報提供する

人々に母乳育児の保護の

大切さについて
情報提供する

協働する

 個人や団体と連携して

もっと影響力を持つように

協働する

揺るぎないものとする
母乳育児支援を

公衆衛生上の責務として

位置づける 

啓発する

公衆衛生（訳注：国や地域

の皆の健康という意味）の

改善のために母乳育児の

保護を啓発する

　世界母乳育児行動連盟（WABA）は、世界中の母乳育児の保護・推進・支援をしている個人と団体の　

グローバルなネットワークです。WABAは毎年世界母乳育児週間キャンペーンをコーディネートして　　

います。これは、母乳育児とそれに関連する事柄に関して情報提供し、揺るぎないものとし、協働し、

啓発することを目的としたキャンペーンです。

　今年は、母乳育児の保護・支援の大切さと、どうしたら私たちが皆でそれを担えるかについて、　

一緒に考えます。

世界母乳育児週間2021年#WBW2021の目標

　母乳育児がうまくいかないというのは、個人の問題ではなく公衆衛生上の問題であり、社会の側の努力が必要です。

世界母乳育児週間において、母乳育児の保護は皆で担うものだということを心に留めておきたいものです。今こそ皆で

母乳育児を保護・支援するために、情報提供し、揺るぎないものとし、協働し、啓発する必要があります。

　すべての人の命と心身の健康を守ることは以前にも増して重要になってきています。方針や実践を適切に変えること

で、母乳で育つ子どもの親の毎日の生活ががらりと変わります。母乳育児を保護するためには、以下が必要です。

• 母乳育児の保護・支援に対し、科学的に効果が明らかな方針の実現に財政投入し、実施する
• 「母乳代用品のマーケティングに関する国際規準」とその後の世界保健総会決議に合致した国内法を法制化

し、モニタリングし、強制力を持たせる
• 母乳代用品を製造・販売する企業のデジタル・マーケティング（SNSなどの電子媒体上のマーケティング）

戦略に目を光らせ、それらを食い止める方法を探る
• 保健医療システム内で多職種間のチームワークを強め、地域の保健医療従事者やグループとの連携を促進する
• 政府・雇用主・労働組合・市民社会の団体・地域社会との間でパートナーシップを構築し協働する
• すべての家族のため、母乳育児を保護・支援できるように、さまざまなコミュニティのメンバー間での協働を

促進する

https://worldbreastfeedingweek.org/
https://doi.org/10.1016/S0140-6736(15)01044-2
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著作権について ： WABAは世界母乳育児週間のロゴとキャンペーンの教材に関して、ベルヌ条約《国際的な著作権保護に関する条約》の元にすべての法的権利と知的財産権
を所有します。ロゴと教材は、内容的にも文脈においても関連付けにおいても、WABAの名誉を直接・間接的に傷つけるような方法で使うことを禁じます。商業的用途で
使ったり、改変したりする場合は事前に書面での同意書が必要です。（メール：wbw@waba.org.my)ロゴと教材は、母乳代用品や関連用品、例えば哺乳びん、人工乳首・補完
食を製造、販売、流通している企業が協賛、協力、主催をしているいかなるイベントでも使うことはできません。詳しくは以下を参照ください。FAQ（よくある質
問）www.worldbreastfeedingweek.org

世界母乳育児行動連盟（WABA）は、「イノチェンティ宣言」、「すばらしい未来を作り出すための10のリンク」、世界保健機関(WHO)と国際連合児童基金(UNICEF、ユニセ
フ)「乳幼児の栄養に関する世界的運動戦略」に基づき、世界中の母乳育児の保護・推進・支援をしている個人と団体のグローバルなネットワークです。WABAはUNICEFの諮
問資格を有し、国連経済社会理事会(ECOSOC)の特殊協議資格をもつNGOです。WABAは毎年世界母乳育児週間キャンペーンをコーディネートしています。

WABA, PO Box 1200 10850 Penang, Malaysia   |   Tel: 60-4-658 4816   |   Fax: 60-4-657 2655   |   Email: wbw@waba.org.my   |   Web: www.worldbreastfeedingweek.org

それぞれの国で 保健医療システムで

職場で 地域社会（コミュニティ）で

それぞれの国で、政治的な

意思の欠如、母乳育児の保

護・支援への長期的投資

（財政投入）の欠如が原因

で、母乳育児にやさしい環

境を作り出すことが難しく

なっています。 

保健医療システムの多くは、

現在、母乳育児が効果的にで

きるための情報や切れ目のな

い支援を提供できていません。

母乳を飲んでいる赤ちゃんの

いる家族は、母乳代用品企業

に影響を受けやすい状態のま

ま置かれています。

世界の多くの場で、雇用さ

れている親への十分な社会

保障が不足しています。例

えば、公的資金による有給

の育児休業の方針、親にや

さしい職場の方針、授乳ス

ペースや搾乳できる部屋、

有給の授乳時間、母乳育児

がしやすくなるフレックス

タイム制などです。

地域社会における社会規範

や伝統が、最適な母乳育児

を阻害することもよくあり

ます。さらに地域社会にお

いて母乳育児支援が不足し

ていると、母乳育児を保護・

推進・支援するための介入

がより難しくなります。

母乳育児を保護・支援するための公衆衛生的アプローチとして、

行政も含めた複数の利害関係者が協働して

母乳育児にやさしい環境を作り出すことが非常に大切です。

世界母乳育児週間 2021

母乳育児の保護： 
皆で担うもの

　母乳育児は、短期的長期的な健康に寄与し、平常時も緊急時も栄養と食糧の安全保障を約束します。新型コ

ロナウイルス感染症のパンデミックは、世界に多大な負担を与えています。母乳育児は良くも悪くもその影響を

受けています。母乳育児を保護することは、人権を保護することでもあり、だれ一人取り残さない「持続可能な

開発目標(SDGs)」の達成に向けて重要なステップを踏むことにもなります。

　しかし、それぞれの国でも、保健医療システムでも、職場でも、そして地域社会でも、母乳育児の保護・支援

には多くの課題があります。例えば、以下のような課題があります。

https://doi.org/10.1371/journal.pone.0180185
https://doi.org/10.1016/S0140-6736(15)01024-7
http://worldbreastfeedingweek.org/2018/wp-content/uploads/2018/08/a_folder_eng_2018_A4.pdf
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/mcn.13088
https://www.unicef.org/sites/default/files/2019-07/UNICEF-Breastfeeding-Family-Friendly Policies-2019.pdf
https://doi.org/10.1111/jhn.12496
https://doi.org/10.1371/journal.pone.0180185
https://doi.org/10.1111/mcn.12180
https://doi.org/10.3390/nu11102266
http://waba.org.my/v3/wp-content/uploads/2019/10/wbw2016-af-i.jpg
https://www.ohchr.org/EN/NewsEvents/Pages/DisplayNews.aspx?NewsID=20904&LangID=E%28



